
第１回ローカル・ゼブラ・エコシステムの構築に向けた

社会的インパクト評価の活用実践に関する研究会

事務局資料
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中小企業庁経営支援部商業課
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1.事業全体の概要と

本研究会の位置づけ
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ローカル・ゼブラによる課題解決のエコシステムの強化・定着

◼ ローカル・ゼブラ企業は、ビジョンの実現に向けて、地域の価値を見出す・磨き上げる・還流
させるために取り組み、業種を問わず域内外の様々なステークホルダーと連携しながら事業を
進めている。

◼ ローカル・ゼブラ企業と地域のエコシステムは、地域のビジョンを共有し、地域内外のステー
クホルダーとつながることで強化されることとなる。

域
外

域
内

金融機関
投資家

消費者
域外企業

兄／姉ゼブラ

ビジョンを掲げる

新しい関係者と

繋がる

域外に向けて、ビジョンを発信し
連携余地を明確に伝える

自社のビジョンに基づいて、
地域で事業を成長させる

価値を

磨き上げる

地域に眠る

価値を見出す
地域に価値を

還流させる

地域の課題や在りたい姿を共有し域内の関係者と繋がる

教育機関、病院

域内企業
地域中核企業

地方公共団体

生産者・技術者

組合・関連団体

ローカル・ゼブラ

中間支援者

住民

地域金融機関

その他の
ゼブラ企業

非営利組織・
NPO法人

商工会議所

ビジョンを基に新しい
繋がりを創り、繋がり
によって事業が磨かれる
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参考）地域エコシステムの成長・強化

◼ 地域エコシステムにおいて、長く地域に貢献してきた地域の老舗・中核企業（兄／姉ゼブラ）
の持つ地域資本や信頼と、社会的インパクトの創出に取り組むローカル・ゼブラ企業との事業
の親和性は高い。

◼ ローカル・ゼブラ企業群が活躍できる共助のエコシステムは、地域に根差した兄／姉ゼブラ、
共感する大企業等と事業連携し、域内外の成長資金や人材を呼び込むことで成長し、エコシス
テム内で次の世代を育成しながら、地域の経済循環を強化していく。

（出典）地域課題解決事業推進に向けた基本指針,中小企業庁,2024（https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/chiiki_kigyou_kyousei/2024/20240301_01.pdf）、令和６年度 地域の社会課題解決企業支援の
ためのエコシステム構築実証事業（地域実証支援を通じたエコシステム調査事業）事業成果報告書,2025,PwC

（https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/chiiki_kigyou_kyousei/2025/ecosystem_report/report.pdf）

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/chiiki_kigyou_kyousei/2024/20240301_01.pdf
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/chiiki_kigyou_kyousei/2025/ecosystem_report/report.pdf
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◼ エコシステム強化につながる仕組みの構築や、資金や人材等の経営資源獲得に向けて挑戦・活
躍できる環境整備を図る

令和７年度ローカル・ゼブラ事業の全体像

• ローカル・ゼブラ企業同士が
地域や業種を超えたつながり
により、学び合うコミュニ
ティを創出する。

• ローカル・ゼブラ企業の取組
に共感した企業等がローカ
ル・ゼブラ企業と出会える場
を創出する。• ローカル・ゼブラ企業や地域

事業づくり会社が多様な経営
資源獲得手法を選択でき、民
間資本による地域経済循環の
構築を目指す。

• 実証を通じて、地域事業づくり
会社とローカル・ゼブラ企業が
域内外のステークホルダーと連
携して、事業拡大・事業展開で
きる仕組み・型を明らかにし、
全国に波及させる。 先行事例の

検証・調査
コミュニ
ティ
形成

実証事業

ゼブラ・
カンファレンス

ファイナンス
手法や

人材獲得方法
の整理

地域中核
中堅企業

【ゼブラの世界を深掘り】
事務局 PwC

【ゼブラの世界を広げる】
事務局 EY

全国の
ゼブラ

大企業

金融機関

インパク
ト研究会

令和７年度ローカル・ゼブラ事業令和７年度ローカル・ゼブラ事業
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（参考）令和７年度エコシステム強化実証事業の概要

中小企業庁

事務局
（EYストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社）

謝金など公募・再委託

公募・委託

実証地域（10件程度）
伴走支援者

（及び事務局）伴走支援

本事業の
目的

実証期間

申請要件

採択件数

経営資源（資金・人材等）や協業先の獲得など地域
のエコシステムを強化

および、その仕組づくり

公募期間 令和7年8月8日（金）17時まで

令和8年2月27日（金）まで

10件程度

地域事業づくり会社※１社、
ローカル・ゼブラ企業等２社以上

を含む実証地域

事業スキーム

予算上限 1実証地域あたり15,000千円（税込）

本事業は、中小企業庁により採択されたEYストラテジー・アンド・コン
サルティング株式会社が事務局として再委託先を募集

事業内容

実証地域は以下の取組を実施する
① エコシステムの強化に資する取組の検討と実行
② カンファレンスや視察会等を通じた実証地域同士

の知見の共有
③ 成果報告会への参加

※社会的インパクトを起点としたローカル・ゼブラ企業を支える地域中間支援機能（「地域課題解決事業推進に向けた基本指針（令和
５年度）」に記載の機能）を有する組織。複数のローカル・ゼブラ企業を巻き込みながら地域の社会課題を解決する事業モデルづくりに取
り組んでいる事業者
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（参考）令和７年度エコシステム強化実証事業の対象範囲

◼ R6年度実証事業は、ローカル・ゼブラ企業を中心とする個別事業に係る実証事業を主な対象
範囲とした。

◼ R7年度は、新たな流れを作る“仕組づくり”を目指し全国・地域レベルでの取組を視野に実証
事業を行う。

【地域・エリアレベル】【全国レベル】 【個別事業レベル】

国

（地域・エリアレベル
の）

地域事業づくり会社

仕組の実行

大企業等

個別事業者
個別事業者個別ゼブラ事業

（全国レベルの）

地域事業づくり会社

目指す流れ
凡例：

既存の流れ

仕組の提供
以下のノウハウ等
1. カネ
2. ヒト
3. 情報・デジタル

本年度実証事業の主な範囲

仕組作りの実証

地域の企業等

地域課題解決
事業づくり

（ビジネスモデル・連携
体制強化など）
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（参考）令和７年度エコシステム強化実証事業のモデル例

地域事業づくり会社

ローカル・ゼブラ企業

その他ステークホルダー

ファンド・基金

金融機関 大企業

① 基金や財団的な共助のレイヤーのため資金調達の受け皿となる仕組

• 金融機関・大企業等が出資するファンド・基金を組成
• ローカル・ゼブラ企業に対して投資を行い、資金面から支援

出資

投資

③ スポーツなどの地域の公共に近い事業体モデル

クラブ・チーム等
• スポーツ・健康・教育などに取り組む企業が自社のノウハウを活
用し、ローカル・ゼブラ企業を支援

経営支援

④ 地域中核企業による街づくり団体モデル

街づくり団体

地域
中核企業

行政等
• 地域中核企業が中心となりまちづくり団体を立ち上げ、または自
社が街づくり団体として企業の支援や企業活動のインフラを整
備

経営支援

立ち上げ

⑥ 地域企画会社モデル

地域企画会社
• 1事業で成功したツールやファイナンス等のノウハウを共有するこ
とで他事業・他地域へ成功の取組を展開

ノウハウ展開

⑦ 交通商社モデル／新たなDMOモデル

交通商社
DMO

供給
側

• 供給側（交通事業者や地域事業者）と需要側（住民・観光
客）をマッチングする仕組づくりや、事業者の支援により、地域として
の課題解決を実施

• 拡張性の高い共通ツールを戦略的に活用し事業性向上
需要・供給のマッチング
共通ツールの活用

⑤ 地域の遊休不動産を活用した地域活性化・社会的課題解決モデル

土地所有者

住民・移住者・
観光客等

• 地域の遊休不動産をリノベーションし、新たな価値を生み出して
社会課題解決を実施

土地取得

サービス提供

② 特定分野の新たなソリューションの仕組

• ローカル・ゼブラ企業が新たなソリューションの仕組を開発
• 他地域等へ連携していくことで広がりを作る

展開

• 上記以外の事業の仕組・型も実証事業を通じて整理する、

島嶼基金（東シナ海の小さな島ブランド）、
えぞ財団、薩摩会議SELF、
三豊ソーシャルファンドプロジェクト（Enjoy Works）

事
例

三豊「こどもたちの放課後改革」「次世代兼業農家
プロジェクト」「身の丈ストリート・プロジェクト（DAO）

事
例

湘南ベルマーレフットサルクラブ、ジャパネット長崎事
例

めぶくグラウンド事
例

白馬村、富山県朝日町事
例

野沢温泉企画（NEWLOCAL）事
例

LivEQuality（千年建設）、
喜田建材（空き家王子）

事
例

需要
側

⑧ その他

https://www3.nhk.or.jp/lnews/kagoshima/20250416/5050030409.html
https://ezozaidan.com/
https://self-kagoshima.org/tag/%E8%96%A9%E6%91%A9%E4%BC%9A%E8%AD%B0/
https://www.potluck-yaesu.com/magazine/20241111/2706/
https://www.learning-innovation.go.jp/verify/g0209/
https://awaihikari.media/report/entry-173.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000727.000003955.html
https://shikucho-son.jp/archives/5983
https://www.ey.com/ja_jp/insights/government-public-sector/what-is-the-new-regional-revitalization-that-japanet-envisions-with-nagasaki-stadium-city
https://mebuku.city/news/study/post-11583/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000130465.html
https://www.town.asahi.toyama.jp/soshiki/mirai/locopi/2525.html
https://www.newlocal.co.jp/
https://chitosekensetsu.co.jp/news/news/139/
https://mitoyo-city.note.jp/n/nca10d91889ad?gs=94ab53554bae
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ローカル・ゼブラや地域事業づくり会社の活動の世界観

◼ 地域の中間支援機能を担う主体（以下、地域事業づくり会社）が域外に対して、地域のアイデ
ンティティやこれまで創出してきたインパクトを発信することで、地域に必要とされている経
営資源を持つ主体（大企業等）との連携につながる。

域内

域外

中間支援を介して地域に必要な経営支援を呼び込む
ことで、地域だけではでき得なかったことが可能となり、

より大きなインパクトの創出につながる

インパクト

より大きなインパクトへ
域外と連携することにより、
より大きなインパクトを創出

ローカル・ゼブラ企業や地域エコシステムの
メンバーが群れとなって地域のインパクトを創出

こんな地域です！

こんなローカル・ゼブラ達が
活躍しています！

こんな感じで関わって
欲しいです！

地域としてこんな成果・
インパクトを創出してます！

人材資金

経営支援
その他
経営資源 連携・協働

←
地
域

へ
の
期
待を

伝える

域内外の関係者を束ね、
意図を翻訳して両者に伝える

地域事業づくり会社

関り代
を伝

え
る
→

ローカル・
ゼブラ

ローカル・
ゼブラ

ローカル・
ゼブラ

地域
中核企業

地域
金融機関

地域
中核企業

その他
地域
関係者

ビジョンや目指す
インパクトを共有する

←地
域
との
接

続 域
外
と

の
接
続
→

出資することで
関わりたい！

一緒に事業が
できそう！

働いてみたい！

この分野で実績がある
のであれば関わりたい

対話



3.本日の論点と議論

（注）「2.委員紹介」については、資料2と同様のため割愛いたします。
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本日の議論の進め方

◼ 実践的な議論の場とするために、以下のグランドルールに沿いつつ、ポイントを絞って議論を
行う。

◼ ローカル・ゼブラ企業や地域エコシステムの成長において、経営資源を地域内外から獲得するため
の手段の一つとして、社会的インパクトの意義や活用シーン等を改めて整理し、どうすればローカ
ル・ゼブラ企業や地域エコシステムが地域内外の関係者と連携していき、地域経済を動かせるの
か、ということを具体的に議論する。

◼ ローカル・ゼブラ企業や地域事業づくり会社、地域エコシステムの視点から、域内外の関係者
たちと、規模感や時間軸に対する認識や目線を合わせるにはどうしていく必要があるのか。

グランドルール
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ローカル・ゼブラにとってインパクトの特徴

◼ ローカル・ゼブラにとってインパクト活用する意義は以下のとおり。地域課題文脈との整合、
地域全体の姿の俯瞰、多面的な課題への対応といった特徴がある。

地域課題を捉え、必要なインパクトを示す 普遍性と地域性（多面性）の両側面がある 地域の視点でインパクトを創出する

コミュニティの強化がインパクトに繋がる 課題もインパクトも相互に関連している長期にわたるインパクトを視野に入れる

豊かな土壌が花の
創出につながる

地域の課題は相互に関連している。ローカル・
ゼブラ企業は複数の地域課題を同時に扱い、

多面的なインパクトを創出する

コミュニティ（土壌）を強化することが、
結果として多様なインパクト（花）を生み、

地域の様々な課題解決に寄与していく

次世代に継続可能なエリアを残すため、
長期間にわたるインパクトの創出を

視野に入れる必要がある

社会構造の変化によって生じる新しい地域課題
に対応するため、今なぜそのインパクトが

求められているかを示す必要がある

普遍的な課題を捉え全国に展開する場合と、
その地域の多面的な課題を解決する場合で、

伝える相手や伝え方が異なってくる

地域の多面的な課題解決に向けては、
企業単体ではなく、地域が一体となって

インパクトを生み出す必要がある

100年、
150年先
の未来

現時点

豊富なコミュニ
ケーション

豊富な地域資
本

価値観の共有

コミュニティ
（土壌）

人口減少

産業衰退
生活インフラ
の脆弱化

横展開可能な抽象化、
定量的なインパクトの

証明

普遍性

地域の文脈との適合、
顔が見える関係での
インパクトの共有

地域性（多面性）

先輩
ゼブラ ローカル・

ゼブラ

域内外の
関係者

中間支援者

インパクト

課題

なぜ今、この地域
でこの課題の解決
が必要なのか
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ローカル・ゼブラや地域事業づくり会社の活動の世界観

◼ 地域の中間支援機能を担う主体（以下、地域事業づくり会社）が域外に対して、地域のアイデ
ンティティやこれまで創出してきたインパクトを発信することで、地域に必要とされている経
営資源を持つ主体（大企業等）との連携につながる。

域内

域外

中間支援を介して地域に必要な経営支援を呼び込む
ことで、地域だけではでき得なかったことが可能となり、

より大きなインパクトの創出につながる

インパクト

より大きなインパクトへ
域外と連携することにより、
より大きなインパクトを創出

ローカル・ゼブラ企業や地域エコシステムの
メンバーが群れとなって地域のインパクトを創出

こんな地域です！

こんなローカル・ゼブラ達が
活躍しています！

こんな感じで関わって
欲しいです！

地域としてこんな成果・
インパクトを創出してます！

人材資金

経営支援
その他
経営資源 連携・協働

←
地
域

へ
の
期
待を

伝える

域内外の関係者を束ね、
意図を翻訳して両者に伝える

地域事業づくり会社

関り代
を伝

え
る
→

ローカル・
ゼブラ

ローカル・
ゼブラ

ローカル・
ゼブラ

地域
中核企業

地域
金融機関

地域
中核企業

その他
地域
関係者

ビジョンや目指す
インパクトを共有する

←地
域
との
接

続 域
外
と

の
接
続
→

出資することで
関わりたい！

一緒に事業が
できそう！

働いてみたい！

この分野で実績がある
のであれば関わりたい

対話

再掲
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インパクト活用の意義

◼ ローカル・ゼブラ企業やエリア全体の成長に向けて、社会的インパクトを活用する意義を、域
内の関係者との連携、域外の関係者との協同、個社の事業の成長という観点から整理

①域内の関係者と
連携する

②域外の関係者と
協働する

• 共通の目標を持つことで、地域の住民や老舗企業、金融機関、商工会議所などと協力し
て、複数のローカル・ゼブラ企業が成長するための基礎を作ることができる。

• 地域の関係者と連携することで、ローカル・ゼブラ企業は地域にある資源を使った事業を推
進でき、その成果は地域の経済循環や生活の質の向上、欲しい日常の実現として地域の
関係者に還元される。

• ローカル・ゼブラ企業や中間支援組織が地域の魅力や課題を明示することで、域外の関係
者と繋がり、必要な人材、資金、ノウハウを得て成長する可能性が広がる。

• 地域の面的なインパクトが見えるようになると、全国規模で活動する企業や資金提供者が、
どの地域と協力できるかの判断が可能になり、地域の魅力を活かした事業展開や、地域課
題の解決に向けたソリューション提供が可能になる。

③自社のビジョンを
実現する

• 会社が大切にしていることや目標を明確にすることで、運営がスムーズになり、意欲のある人
材が集まりやすく、従業員にとって働きやすい環境が作れる。

• 会社の目標が地域の目標と一致していることを示すことで、地域の関係者から信頼を得る。
• 事業が地域社会にどのように良い影響を及ぼしているかを説明し、投資家との良好な関係
を長く続けることができる。

地
域
経
営
目
線

個
社
経
営
目
線
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①域内の関係者と連携する

◼ 島根県温泉津町では町のあり方を地域で考え、ともに作り上げていくことを目指すため、温泉津
100人会議を開催しスローガン（地域ビジョン）を策定。

エリア 島根県大田市温泉津町

ローカル・ゼブラ (株)WATOWA、(合)現象舎

ビジョン 1,000年続く観光文化を1日の観光から創り出す

中間支援 (株)石見銀山生活観光研究所

域内関係者との連携の流れ

きっかけ
（何をやったら）

• ゲストハウスやシェアキッチンを運営するWATOWAがクッションに
なり域内の関係者を繋ぐ役割を担う

• 中国経産局の「デザインで魅力的な地域に! ブランディングPJ」
採択を機に、温泉津のDNA（歴史・文化・景観）を未来の
子どもたちへ継承する方策やスローガンを地域全員で考えるワー
クショップ「温泉津100人会議」を開催。

連携先および
連携内容
（誰と、どう連携ができ）

地域住民 小学生〜高齢者まで世代横断でアイデア
出し・発表

域内企業 旅館・商店・観光等がファシリテートや企画
サポートを担い、事業アイデアを共有

大田市 政策企画課若手職員がデータ化を支援し、
行政施策へ反映

資源循環（どのような資本
が地域に還元されたか）

• 世代・業種を超えた「顔の見える関係」が新たに形成
• 住民の言葉をデータベースするこで、今後のまちの施策や観光
施策の素材として蓄積

各主体のメリット（仮説を含む）

ローカル・ゼブラ企業 地域のストーリーとビジョンを域内企業、団体、住民を巻き込んで共
創し全員と目線合わせをすることで、仲間の拡大や連携の商機の
獲得につながる

中間支援 行政・企業・他地域の橋渡し役としてプレゼンスが向上

連携する住民 自分の声が施策・ビジネスに反映される体験から当事者意識と地
域への誇りを獲得

昭和59年11月に制定された町民憲章を
最後に、温泉津を語る共通の合言葉はなかた。
100人会議を機に町の個性を大切にしながら、
中と外からはじまる未来へ向けたチャレンジの創

発といった重いを込めて策定。
今後は町内外に向けた情報発信に活用

温泉津100人会議の様子
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①域内の関係者と連携する

エリア 鹿児島県

ローカル・ゼブラ (株)musuhi

ビジョン 地に根ざしたイノベーションが集積する「未来創造のフィールド」、鹿児島

中間支援 NPO法人薩摩リーダーシップフォーラム SELF 

域内関係者との連携の流れ

きっかけ
（何をやったら）

• 150年後の未来を見据え、鹿児島エコシステム全体で
Transformation（不可逆的な変容）を探究する対話型カンファレ
ンス「薩摩会議」を 2022 年から毎年開催。

• 県内複数地域でのフィールドワークを組み込むなど、県内を横断した
ローカルセッションを行うことで様々なプレイヤー、参加者を巻き込む

連携先および
連携内容
（誰と、どう連携ができ）

県内・地域企業 ローカルセッションのホスト／会場提供
新たなつながりによる共創

地方公共団体
（日置市、鹿児島市など）

首長・政策担当の登壇／ホスト
会場・広報の後援

省庁（中小企業庁など） 登壇や後援

金融機関
（鹿児島銀行など）

登壇や参加をすることで新たな地域投
資案件の発掘

教育機関 探求学習のプログラム化

資源循環（どのような資本が
地域に還元されたか）

• 全国から地域づくりの実践者・研究者が参加し、セッション後の「作戦
会議」で次々と協働プロジェクトが誕生（例：学校×企業探究「かご
たん」＝3 年で中学 8 校・企業 15 社に拡大）

• ローカルセッションを設置することで仲間づくりやローカルとの接点が創出

各主体のメリット（仮説を含む）

ローカル・ゼブラ企業 県内における新たなチャレンジの創発や伝統的なエコシステムと新たなエコ
システムの交流や融合

中間支援 年次イベントのブランド力で人材・協賛資金を呼び込み、県内各地の伴走
支援案件を拡大・蓄積データを活かし「SOIL」など派生プログラムを創出

◼ 鹿児島を取り巻くエコシステム全体の可能性を探求する対話型カンファレンス「薩摩会議」を通
して、県内および全国のまちづくりのキープレイヤー同士の交流・連携を促す
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②域外の関係者と協働する

暮らしの
交通

暮らしの
大学

GATE

瀬戸内
ReFarming

まごころ
サポート

部活動の
民営化

暮らしの
大学

三豊市

目指す姿

エリア 香川県三豊市

ローカル・ゼブラ 時代おくれ、瀬戸内ビレッジ、暮らしの大学、暮らしの交通、暮らしの不動
産、ウルトラ今川ほか多数

ビジョン ほしい日常をつくる

中間支援 瀬戸内ワークス株式会社

域外関係者との連携の流れ

きっかけ（何をやったら） 地域企業の出資、交流の場の創出によるコミュニケーション量の増加、
チャレンジする文化の醸成

連携先および
連携内容
（誰と、どう連携ができ）

大企業 自社の事業コンテンツを地域に求める
域外大企業との共創

三豊市・
地域金融機関

三豊市による移住促進等の制度・事
業者への支援、地銀による資金提供
を通して土壌や人材流入を下支え

資源循環（どのような資本
が地域に還元されたか）

起業・新規事業を生む土壌の豊かさ：人の価値観、コミュニティの性質、
経済的な環境（生活・事業を始めるハードルの低さ）

各主体のメリット（仮説を含む）

ローカル・ゼブラ企業 起業など新たな挑戦へのハードルの低下

中間支援 移住のハードルとなる、地域の①仕事と②住まいと③コミュニティに出会う
場を一気通貫で創出し、地域の内と外を繋ぐ場としての機能発揮

連携する住民 土壌の更なる豊かさ、域外人材と地域プレイヤーの交流による刺激や共
感の創出

◼ 香川県三豊市では、コミュニケーション量の増加・チャレンジする文化の醸成により、地域内
での起業が増加しこれまで100のプロジェクトが誕生。土壌の豊かなエコシステムの中で域外
の人や資金を呼び込む流れや基盤の形成も生まれ、大企業から注目・信頼を得るようになった

三豊市での多様な事業と目指す姿の関係

域外の人や資金
を呼び込む事業

今年度実施事業
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②域外の関係者と協働する

エリア 香川県小豆島・土庄町

ローカル・ゼブラ Re. Asset DAO(合)

ビジョン
DAOスキームを活用した古民家ホテルの運営を通じて、『過去と未来、人と
人のつながりを再生』し、地域経済の活性化に貢献

中間支援 Shikokuブランド(株)※四国４県の地方銀行
（阿波銀行・百十四銀行・伊予銀行・四国銀行）が協力して設立

域内関係者との連携の流れ

きっかけ
（何をやったら）

• 築100年超の古民家「照季庵」を一棟貸し宿として再生するため、合同
会社型DAOで社員権トークンを発行・販売

• 伝統的な融資・補助金に頼らず、ブロックチェーンで地域主導の資金調達
モデルを構築し、地方創生2.0の実証へ。

連携先および
連携内容
（誰と、どう連携ができ）

地域住民 社員権トークン購入
運営の議決権・リワードトークン獲得

国内外の投資家 社員権トークン購入
運営の議決権・リワードトークン獲得

土庄町・周辺商店 宿周辺の商店充実、観光導線整備
（トークン経済圏の受け皿）

日本DAO協会 スキーム設計・リーガル監修

資源循環（どのような資
本が地域に還元された
か）

• トークン発行で1,700万円超を調達、改修と地域事業へ再投資
• 約600名が参加するLINEオープンチャットなどで関係人口が拡大
• 歴史的古民家を宿泊施設へ転換し観光インフラにとして継承

各主体のメリット（仮説を含む）

ローカル・ゼブラ企業 小口投資で改修コストを早期回収、ブランド価値向上、DAO外流出を防ぎ
再投資が容易

中間支援 場ができることで域内での新たな事業創発やコンテンツづくりへの挑戦が増加

連携する住民 議決権を持ち事業に参画することで宿泊券NFTなど実利を享受できる。また
訪問客の増加により地域資源の保存・雇用創出につながる

◼ 小豆島では国内外の投資家をDAOで集め、収益実績のない古民家や築古施設でも、資金調達が可
能な資金調達スキームを創りこれまで再生を断念せざるを得なかった物件の再活用を進めている

築１００年の古民家をフルリノベーションした一棟貸し宿「囲み宿こわね」
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③自社のビジョンを実現する

◼ ローカル・ゼブラ企業自身の内的側面として、社員とのビジョンの共有や目線合わせを実施す
ることで、事業の基盤をより強固なものにするという活用の仕方がある。

エリア 福島県 国見町

ローカル・ゼブラ 株式会社陽と人

ビジョン しあわせ・笑顔・豊かさの循環

域内関係者との連携の流れ

きっかけ
（何をやったら）

陽と人側がロジックモデルを作成し、実現したい世界観を社会に発信し
たことで、大企業との連携の接点を創出。

連携先および
連携内容
（誰と、どう連携ができ）

日本郵政グループ ローカル共創イニシアチブの一環として
人材を派遣

日本郵政グループ
JR 東日本グループ

「物流の 2024 年問題」や「CO2 排
出量削減」の解決のために、輸送の
実証実験を実施

東邦銀行 ロジックモデルを活用し、非財務的価
値を考慮した融資の実行
人材交流

ゼブラアンドカンパニー 出資と伴走支援

従業員や求職者 エンゲージメント向上や人材獲得

資源循環（どのような資本
が地域に還元されたか）

規格外品の桃の販売などを通じた福島県の桃のブランディングや、農家
を巻き込んだ持続可能な農業モデルの構築

各主体のメリット（仮説を含む）

ローカル・ゼブラ企業 傷みやすい桃の安定したロジスティクス網の構築と事業運転資金の獲得

連携する住民 地元の農家に対し、大企業が直接入ってくるのではなく、陽と人がクッショ
ンになって接点を作ることで、信頼関係を構築
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③自社のビジョンを実現する

◼

◼

◼ (株)LiveQuality大家さんは、地域課題に応える住宅事業を通じてインパクト投資家・地域企業
からの関心・信頼を得ることで、持続可能な経営とビジョン実現を加速。

エリア 愛知県名古屋市

ローカル・ゼブラ (株)LiveQuality大家さん

ビジョン
Housing First アフォーダブルハウジングに活用する住宅の取得、運用をと
おして社会課題の解決に挑戦

中間支援 千年建設(株)

域内関係者との連携の流れ

きっかけ
（何をやったら）

シングルマザーの住まいの困難を解決するため、アクセスの良い都市型住
宅を取得・提供する「ソーシャル大家事業」を開始。社会課題に取り組
む姿勢が明確になり、インパクト投資家・地域企業の関心を集める

連携先および
連携内容
（誰と、どう連携ができ）

認定NPO法人LivEQuality 
HUB

・住まい探し
・入居後の伴走支援

弁護士法人ハレ ・離婚に関する相談
・法的サポートの提供

医療法人アライフサポート ・医療的サポートの提供

その他地域の協力団体 ・各種専門的支援

愛知銀行、インパクト投資家 ・資金提供（投融資）

資源循環（どのような資本
が地域に還元されたか）

都市部での低所得者向け住宅供給問題を解決、「低所得者向け住
宅」のような偏見が地域に生まれることを防ぐ

各主体のメリット（仮説を含む）

ローカル・ゼブラ企業 家賃収入、取得物件数/契約戸数、地価の安定・向上、不動産運用
ノウハウの蓄積

中間支援 地域貢献型の建設事業としてのブランド強化

連携する住民 安心・安全な住環境、経済的自立、子育てや就業支援を通じた生活
の質向上

LiveQuality大家さんのイメージ
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ご参考）ローカル・ゼブラ企業と全国展開企業の連携事例①

◼ 株式会社日建設計では、株式会社Zebras and Companyと協業し、地域で活躍するローカル・
ゼブラ企業と、日建設計の社会環境デザインの視点を組み合わせて新たな価値を創出する実証
研究のプログラムを開始。

（出典）https://www.zebrasand.co.jp/3620

https://www.nikken.co.jp/ja/news/press_release/pj4urv0000008589-att/20250527.pdf

https://www.zebrasand.co.jp/3620
https://www.nikken.co.jp/ja/news/press_release/pj4urv0000008589-att/20250527.pdf
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ご参考）ローカル・ゼブラ企業と全国展開企業の連携事例②

◼ 日本航空株式会社では、鹿児島県甑島（こしきじま）に本社を構えるローカル・ゼブラ企業で
ある、東シナ海の小さな島ブランド株式会社と連携し、旅と学びの地域体験プログラム「旅ア
カデミー」での講座を開設。

（出典）https://www.jal.co.jp/jp/ja/tour/jal-academy/

https://www.jal.co.jp/jp/ja/tour/jal-academy/program/ritou/

https://www.jal.co.jp/jp/ja/tour/jal-academy/


31
Strictly private and confidential

ご参考）ローカル・ゼブラ企業と全国展開企業の連携事例③

◼ ローカル・ゼブラ企業が活躍する野沢温泉地域の蒸留所で作られたクラフトジンを用いたジン
ソーダを、ローソンの全国の店舗で販売。全国で事業を展開する企業が持つ販路を用いて連携
した事例である。

（出典）https://www.lawson.co.jp/company/news/detail/1501708_2504.html
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ディスカッションポイント

域内
域外

中間支援を介して地域に必要な経営支援を呼び込む
ことで、地域だけではでき得なかったことが可能となり、

より大きなインパクトの創出につながる

インパクト

より大きなインパクトへ
域外と連携することにより、
より大きなインパクトを創出

ローカル・ゼブラ企業や地域エコシステムの
メンバーが群れとなってインパクトを創出

こんな地域です！

こんなローカル・ゼブラ達が
活躍しています！

こんな感じで関わって
欲しいです！

地域としてこんな成果・
インパクトを創出してます！

人材資金

経営支援
その他
経営資源 連携・協働

←
地
域

へ
の
期
待を

伝える関り代
を伝

え
る
→

ローカル・
ゼブラ

ローカル・
ゼブラ

ローカル・
ゼブラ

地域
中核企業

地域
金融機関

地域
中核企業

その他
地域
関係者

ビジョンや目指す
インパクトを共有する

←地
域
との
接

続 域
外
と

の
接
続
→

出資することで
関わりたい！

一緒に事業が
できそう！

働いてみたい！

この分野で実績がある
のであれば関わりたい

対話

論点①：地域内の関係者とどのように目線を合わせ、
協力して地域の資源循環を起こしていけるか

域内外の関係者を束ね、
意図を翻訳して両者に伝える

地域事業づくり会社

論点②：地域外の関係者とどのように目線を合わ
せ、経営資源を持ち寄り、事業を推進していけるか
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参考）ローカル・ゼブラが描きたい資本循環の全体像

◼ ローカル・ゼブラの事業成果は自社の成長のみならず、地域資本の強化や、域外から獲得した
経営資本（大企業等）への価値還元される。

ローカル・ゼブラが
自前で持っている資本

(ビジョン、巻き込み力、ソリューション等）

域内から得られる資本
（原材料、内需市場との接続、信頼、
住民/地元企業による出資など）

域外と連携して確保する資本
（販路等による外需市場との接続、

出資など）

ローカル・ゼブラや
地域事業づくり会社の事業活動

ローカル・ゼブラの資本強化
（財務資本、人的資本、社会からの

信頼、実績、ノウハウ）

地域資本への還元
（地域GDPの向上、ウェルビーイングの
向上、文化・自然の多様性の保持）

連携先への還元
（事業の魅力、収益、従業員エンゲー
ジメント、気候変動等への貢献責任）

集約してビジネスモデルを磨き上げる

事業の成果・インパクトの創出

自然資本 社会関係資本 設備資本 知的資本

文化資本

人的資本

財務資本

新たな繋がり

地域に必要な
施設やサービス

信頼ファン

価値観

事業ノウハウ

兄姉ゼブラや中間支援が信頼をベースに集約

集約された資産が事業を強化。
地域資本を如何にビジネスモデル
に繋げられるのかが資金提供側の
評価になりうるか

還元内容をインセンティブに
連携することで双方がメリットを
享受できる状態を生み出す

事業活動を通して得られ
たインパクトが地域の資
本の強化・形成につなが
り、土壌を豊かにしていく

ポイント

ローカル・ゼブラが
事業において使う資本

事業実施成果

地域の資本（土壌・地盤）

ローカル・ゼブラが
描きたい資本循環

ポイント

ポイント
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